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（様式第４号） 第 7 回真田地域協議会 会議概要

１ 審議会名 真田地域協議会

２ 日 時 平成23年 10月 19 日（水） 午後7時 30分から午後9時 00 分まで

３ 会 場 真田地域自治センター3階 301会議室

４ 出 席 者 飯島一雄委員、池田惠一委員、上原和彦委員、大久保幸子委員、大滝祐治委員

大日方孝委員、金井定男委員、小林豊明委員、坂口久美子委員、佐藤和雄委員

清水茂委員、下条幹男委員、関貞徳委員、田中新平委員、田中豊年委員

山口市江委員、 若林ゆき子委員

【欠席委員】3名

５ 市側出席者 笠原センター長、荒井地域振興課長、大塚市民生活課長、若林健康福祉課長

大塚産業観光課長、中山建設課長、佐藤上下水道課長、藤沢教育事務所長

一之瀬予防係長、滝沢地域政策係長、中村庶務係長、林主査

６ 公開・非公開等の別 公開 ・ 一部公開 ・ 非公開

７ 傍聴者 0人 記者 1人

８ 会議概要作成年月日 平成23 年 10月 28 日

協 議 事 項 等

１ 開 会（関副会長）

２ 会長あいさつ（佐藤会長）

稲刈りも終わり北国では雪の便りも聞かれるようになってきた。真田でも朝晩冷え込むようになっ

てきているので体調管理に気をつけていただきたい。前回の協議会では自治会長との懇談会を開催

し、協議会の組織や役割などについてあらためてお判りいただけたと思う。また、第１分科会では地

域づくり委員会について議論していただき大変貴重な御意見をいただけた。協議会も各自治会や自治

会連合会との連携をさらに深め、より良い真田地域にできればと思う。第２分科会で審議している路

線バス等の公共交通については本日、真田地域公共交通利用促進協議会の設立総会が開催され正式に

発足した。これについても第２分科会と利用促進協議会との連携のもとに今まで審議された事項をよ

り良い方向性を出せればと期待している。本日も全体会の協議後、分科会協議をしていただくが、今

までの協議内容をまとめて意見書とするかどうかの方向性を協議していただきたい。分科会協議も大

詰めであり、慎重な審議をおねがいしたい。

３ 真田地域自治センター長あいさつ（笠原センター長）

公共交通については、より一層の取り組みが必要と考えており、引き続き皆さんの御支援をお願い

したい。また、前回の自治会長との懇談会、地域協議会と自治会、地域づくり委員会との連携の説明

を行い、御意見をいただいた。先日、上田市全体の自治会連合会の各地区会長と市長、議長との懇談

会が行われたなかでも、地域に職員を派遣、地域づくり委員会のような場に職員を出して欲しいとい

う要望もあった。真田地域では地域づくり委員会に職員が出席しているが、様々な課題、反省点を含

めて、より充実した職員の派遣、出席をしたいと考えている。これから上田市は 12 月以降に新生上

田市５周年記念事業を計画している。原田泰治の世界展や各自治センターで一つずつイベントを企画

しており、真田では菅平でスノーボールバトル戦国雪合戦を計画し、被災地の皆さんを招待したいと

考えている。各分科会ではこれまでの議論を意見書としてまとめることを協議していただくが、本日

もう一つ、観光戦略と農業戦略のプランの策定委員の各会長がおいでになり、約２年間かけて策定し

ていただいた各プランを提案していただくので、地域協議会で議論していただきたい。

４ 協議事項（進行：佐藤会長）

（１） 真田地域の観光戦略プランおよび農業戦略プランについて

（会長） まず、真田地域の観光戦略プランおよび農業戦略プランについてを議題とします。事前に

資料をお配りしたのでご覧いただいたと思う、本日は説明を聞き、御意見、御質問をお願い

したい。

（大塚産業観光課長） 約２年間を費やし、観光、農業それぞれの戦略プランについて審議していた
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だき、このたびプランの策定がまとまったので、本日各策定委員会の会長から説明させてい

ただく。

（真田地域観光戦略プラン策定委員会 堀内昭一委員長） 真田地域観光戦略プラン策定委員会は、

平成 22 年度に設置され、これまで 12 名の委員により会議及び現地視察を行い、議論を重ね

てきた。数ある観光資源の中から取捨選択し、真田地域を活性化させるため平成 24 年度か

ら 28 年度までの今後５年間に実行しなければならない、実行可能な施策を盛り込んだ観光

戦略プランを策定した。本日その戦略プランの案を提案するので審議をお願いしたい。

～資料に基づき、真田地域観光戦略プランについて説明～

（真田地域農業戦略プラン策定委員会 堀内仁会長） 真田地域農業戦略プラン策定委員会は、14

名の委員により昨年度から６回にわたり委員会を開催した。地域の農業の現状を見直し、問

題点、課題等を明らかにしていくことでこれからの真田地域の農業振興策を検討してきた。

農業戦略プランの策定には真田氏発祥の郷として歴史文化伝統、自然環境など恵まれた観光

資源と農業とが連携を図り、真田地域の特色を活かす農業振興の取り組みについて検討して

きた。農業戦略プランの実践により農地を守り、農家の皆さんが安心して農業に取り組み、

真田地域が注目される農業振興を目指して真田地域の観光戦略プランと連携を図りながら

農業振興を実践する農業戦略プランの策定をした。

～資料に基づき、真田地域農業戦略プランについて説明～

（大塚産業観光課長） 各会長より佐藤真田地域協議会長へ審議依頼書とそれぞれのプランを提出し

ます。

（会長） 只今、それぞれの会長からそれぞれのプランについて審議の依頼をいただきました。説明

いただいた内容について御意見、御質問を出していただきたい。

（委員） 観光戦略プランについて、２点伺いたい。まず、第６次産業という新しい概念があるが、

これについて議論の過程において一般的であったかどうか。もう一つは、歴史館入館者が平

成 18 年が１万５千人であったのが４、５年で３万人までに増えていることの要因について

お聞きしたい。

（大塚産業観光課長） ６次産業の定義づけですが、１次産業は農業、２次は工業、３次が商業とい

うなかで、これまではそれぞれの産業の中でやってきているが、それぞれの産業ごとでは利

益幅が少ない、農業のみに特化しても経営が変えられないということもあり、１次から３次

を足し合わせて６次産業として、全ての経済的な循環が地域の中で完結するというように考

え、これにより農業者の所得確保、あるいは住民の活性化が図れるのではないかと考えた。

また、策定プランの資料で添付した歴史館の入館者数の推移ですが、19 年の増加について

はＮＨＫ大河ドラマの影響によるもの推測され、21、22 年は昨今の戦国武将ブームによる

ものと思われる。資料上に池波正太郎太平記館の入館者数推移を列記したが、こちらが２万

９千から３万３千人で推移していることに比較し、交通の利便も悪い条件でも多くの方に来

館いただいていることは真田三代に大きな興味を抱かれているものと推察できるので、この

プランのなかにも真田三代を住民自身が誇りに思い、観光客にきていただきたいと考え掲載

した。審議をお願いしたい。

（会長） そのほかには、御意見、御質問ありますか。

【主な質疑・意見等】

・ なし

（会長） 各委員長から審議の依頼がありましたが、役員会と次回の協議会で意見を出していただき、

協議していきたいと考えるがいかがか。

【主な質疑・意見等】

・ なし

【決定事項】

・ 真田地域農業戦略、観光戦略、各プランについては役員会および次回の地域協議会で審議し、

検討する。
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（２） 分科会協議

（会長） 分科会協議に移っていただきたい。これまでの協議内容を意見書としてまとめることにつ

いて検討いただき意見書としたい場合には、次回の協議会でその案を提出していただきた

い。それを全体会にて地域協議会の意見書とするか協議していきたいと考えている。何か御

意見などありますか。

【主な質疑・意見等】

・ なし

（会長） 一点お願いしたい。平成 23 年度議会報告会実施概要の資料があるが、真田地域では 11月

16 日（水）に真田中央公民館で行われるので参加をお願いしたい。

市からは何かありますか。

（滝沢地域政策係長） 地域協議会の研修会について資料をご覧いただきたい。第６回まちづくり講

演会が開催され、地域協議会委員の研修も兼ねているので出席をお願いしたい。配車の都合

もあり出欠について後ほど確認を取らせていただく。

（佐藤上下水道課長） 神川水系水環境フォーラム、神川の水と環境を守る集いが 11 月３日に開催

されるので参加をお願いしたい。

（３）その他

（会長） 分科会協議に分かれる前に委員の皆さんから御意見、御報告は何かありますか。

【主な質疑・意見等】

・ なし

５ その他

第８回協議会の開催予定について

（副会長） 平成２３年１１月１５日（火）午後７時から予定しているのでよろしくお願いしたい。

６ 閉 会

～各分科会に分かれ協議。第１分科会301会議室、第２分科会302会議室
第３分科会講堂～

～各分科会毎に閉会～


